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１．背景および目的 

富岡町の本格除染では、建物等 4,529 棟、道路約 76ha、農地等 310ha、森林約 515ha が除染対象となっており、

ピーク時には 1 日あたり 2,500 人にも上る作業員によって除染作業が行われている。その作業員一人ひとりの日々

の被ばく線量管理を確実に行い、また出面や特殊勤務手当につながる作業時間把握などの労務管理を省力化するこ

とは重要な課題である。今回、それらの業務を IT により合理的に支援するシステムを開発し、2015 年 2 月現在に

おいて 5 ヵ所の入退場拠点にてパソコン 35 台を稼働させて運用を行っている。このシステムの概要と特長につい

て報告する。  

２．システム概要 

本システムは除染工事の作業員の被ばく線量管理と労務管理を合理的に行

うためのものである。放射線管理業務全体では、別途開発した全社放射線管理

システムを含め独立した３つのシステムで構成されており、各システム間で毎

日データ連携を行っている。 

作業員の入場から退場までの１日の動きと今回開発したシステムの全体像

は図－２のとおりである。ここでは、全社放射線管理システムを除く「（指紋

認証を用いた）入退管理線量記録システム」と「労務管理システム」の２シス

テムについて説明する。 
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図-1 福島県除染特別地域 

（環境省 2015 年 2 月現在） 

図-2 除染工事における放射線管理システム全体図 写真-1 入退場時操作（指紋認証） 
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３．システムの特長 

（１）入退管理線量記録システム 

①除染工事では、正確な入退場記録を作ることが重要である。

そこで、入退場時の本人認証に指紋認証を用いた。指紋認

証装置は、作業員の指の汚れ等による誤動作を低減させる

ため、指紋と指静脈を組み合わせたハイブリッド型を採用

した（図－３）。 

②本人確認とポケット線量計の貸出し処理を一連の操作で

同時に行うことで、情報の紐付けを確実に行うとともに、

入退場手続きの時間を短縮する。 

③作業員の増減に合わせてパソコン台数を変更できるよう

にした。最盛期の入退場手続きの待ち時間を減少させると

ともに、サーバを含めて冗長化することでハードウェア障

害に対応できる構成にしている（図－４）。 

④パソコンに不慣れな作業員に配慮し、タッチパネルディス

プレイを採用し、簡単で軽い操作性を実現した（図―５）。 

⑤入退場時の画面に作業員の累計被ばく線量を表示し、限度

値に近い場合はワーニングを表示するようにした。 

（２）労務管理システム 

①入退管理線量記録システムで毎日収集される作業員ごと

の作業開始／終了時間及び休憩時間を取込み、作業時間を

管理する。休憩時間を計算に入れることで特殊勤務手当区

分を明らかにする（図―６）。 

②日々の作業員ごとの被ばく線量を取込み、被ばく線量を一

元管理する全社放射線管理システムとデータ授受を行う。 

③出面と作業時間について、期間指定、会社別、作業別など

さまざまな条件で集計を行い、定型帳票の出力を行う。 

④労務情報はデータの公正性を高めるためにも、現場ＬＡＮ 

上で一次請け会社へ公開している。 

４．おわりに 

入退管理線量記録システムでの入退場操作は一人あたり約 15

秒で完了する。その間に記録される被ばく線量と作業時間は、

労務管理システム上で一切の手入力なしに自動集計が行われる

ため業務効率は非常に高い。JV の業務担当者からは「毎日 1,000

人を超える作業員の被ばく線量と作業時間の記録・集計・管理

を漏れなく確実に行うには、いまや本システムなしでは考えら

れない」といったコメントを得ている。 

本システムは線量計による被ばく線量管理を行う同様な工事

に転用が可能であり、また指紋認証機能は、一般工事等の入退

場管理システムにも容易に応用できるものである。 

 

 

図-3 ポケット線量計と読み取り機 

指紋認証装置 

図-5 入退管理線量記録システム画面 

図-4 ハードウェア構成 

図-6 労務管理システム画面 
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